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mTION 卿 A㏄RAT00N〔蜘拙打ON FLUXNAHE DI汀ANCEALTITUDEDEnH AGE （㎎／9） （㎎／c■2／a）
㎞ ? ? 仙 c■2 CL　間3　釦4CL　　間3　　SO4
DO旺〔酒HP 780 3761 0．03－1．18 1962－1985 3 78　　41　148250　　131　　474
ADVANC肛ぷP475 3193 0．00－2．45 1967－1986 5 66　52　86350　　276　　456APOINT 400 3066 0。00－1．72 1974－1988 5 53　　55　102蘭　　275　　510
G6 350 3005 2．29－6．06 1958－1977 8 34　56　65272　　448　　520BmlM 340 2771 0．00－2．16 1974－19與 6 50　38　57300　　2田　　342
CPOI町 240 2374 0．00－1．76 1978－1988 7 32　30　103224　　210　　721
H270 125 i780 0．00－1．77 1984－1988
?
92　39　381472　　624　　608H50 60 1140 0．00－0．93 1987－19田 20 379　　31　787580　　620　1560













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カラー C1 0．7 19／29
C2 0．5 21／29
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　　吉蜘㎡鮪趣
　　　　　　　　幡烈｝s法PT窪M白芭白1⑨9メ
図2こ1991年9月20臼15時から16時の
　　　亙R、Lwcの変化。
6。4
　
　
　
乏
????⌒???↑ ???
o
図3：臼92隼4月、5月の気柱雲永量（棒グ
　　　ラブ）気温のi変化。
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図4：1992年8月9日のレーダーエコー。4・
　　　時から5時までと、20時から2ヱ時
　　　までを承す。
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V灘一88
スピッツベルゲンの氷河上気象特性
高橋修平・亀田貴雄（北見工大）、幸島司郎（東工大）
東久美子（防災科学技徳研究所）、渡辺興亜（極地研）
1、臼92年氷河調査概要
　スバールバル・スピッツペルゲン島において（図1）
次の項目について、1992年氷河観測を行った。
①氷河掘削（Sno幻ella氷原源頭部）
　・氷コァ採取（コル地点剖。2爪平坦部地点22。加）
　・掘削孔温度分布測定
　・氷コアの分割（化学分析・生物試料用）
②表層ピットワーク（2掘翻地点近傍）
　・深さ2㎡までのピットにて、層構造記載、積雪試
　　翠斗採取　 （化学分析・生物試料）　を行っ）～こ。
③気象観測（掘削地点）
　・データロガー（G｝～ANTI20麦）により気象観測
　・観測項目：風速・風向・気温・湿度・日射
　・コル地点に気温・雪温を翌年までの通年設置
④赤外カメラ観測
　・Sno旺ilella氷河上流部の赤外温度分布観測
　・ニーオルスン基地周辺観測
⑤氷河生物資料採取
　・東プレッゲル氷河にて表層氷コア採取（2．5m）
2．スピッッペルゲンの氷河の特徴
79°30
79w
　今回調査したSnoflella氷原源頭部は標高llOOmで、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沌　スピッッベルゲンの氷河としては、ほぼ最高部に位
置するが、それでも融解が起きている。　積雪層構　（5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e造から判断すると、夏期の融解水のために、10伽肝2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00・・の繊樋駄な・て擁する・翻ではさら§
に繊が厚く・それは・かなり砺虫解水が流下する菅
　ためと考えられる。今回、平坦部での氷河掘削では、　－10
深度約20mで水が出た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨら3．氷河上気象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魏
　　この高緯度において氷河全域に融解水が見られる
のは海流による温暖気候のせいとされている。過去
　に大規模の氷河に覆われていた時期から、現在の縮
　小した状態への移行を考えるとき、どの程度の気候
　変化が起きたのかを推定することは興味深い。
域ではあるが夏期にはかなり気温は高く、雲の中に
入ることが多く湿度も高かった。冬期間気温がどの
くらい下がるかは、現在設置の自動観測装置の回収
を待っことになる。表面からの融解水が流下して、
いつ氷板形成が行われるかは、今後の課題である。
0　　　　10　　　　乏0　　　　30　　　　40　　　　部“
図1．西スピッツペルゲン島の氷河
　　（a：Brogger氷河，　b：Snofje］1a氷河〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　loo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§9巳一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊆80・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呈70
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宣56
図2に釦oおella氷原上の気温、湿度を示す。涌養S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臣甜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
29　30
川LY 1§92 AUGUST
28　29　30
　　期．Y 1992 A脂UST
図2．氷河上気象．a）気漏、　b）湿度
　　（July　I8　－　August　l5，　1｛）92）
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北日本の気象に対する極気団の影響
力石國男・青木亮太・宮畑信吾
　　（理学部地球科学科）
1．　はじめに
　大気の大循環は赤道域と極域の温度差を解消しよう
として発生している．このため，熱帯の気象に異変が
あれば中緯度帯にあるわが国の天候もその影響を受け
ることになる．良く知られているように，熱帯西部太
平洋上の大気の対流活動が日本の夏の天候に大きな影
響を与えており，ENSO（エルニーニョー南方振動）
と呼ばれる熱帯域の大気と海洋の異常が地球規模の異
常気象を引き起こしている．しかし，東北地方の異常
な天侯が熱帯の大気と海洋の変動だけで説明がつくわ
けではない．このことは東北地方の天候がもうひとつ
の要素，つまり極気団の動向によっても影響を受けて
いることを示唆している．
　これまで極気団の活動と東北地方の天候との関係に
ついてはあまり研究がなされてこなかったが，われわ
れは北東北の異常気象を代表するヤマセと豪雪を対象
にして，この問題に取り組んでみた．解析に用いたデ
ー タはアメリカの国立気象センター（NMC）で客観
解析された高層気象データと，ヤマセの中心地帯にあ
る八戸の日平均気温，豪雪都市として知られる青森市
の日降雪量である（期間は1960～1988年）．
2．　ヤマセに対する極気団の影響
　図1～図3は八戸の夏期（5～8月）の気温が平年
値より6～8℃低い日（合計82例）の海面気圧，500h
Pa面の高度，850hPaの気温の合成図である．これはヤ
マセの活動が強い場合の北半球の大気の平均的な状況
を表している．海面気圧を見ると（図1），小笠原高
気圧はあまり発達せず（太平洋高気圧が南西部に広が
らず）．代わりにオホーック海上に高気圧が見られ，
しかもそれは太平洋高気圧の一部が北西方向に張り出
したものであるように見える．一方上層（約5500m上
空：図2）では，大気の流れが3波数型となり，極低
気圧（寒気）がべ一リング海峡から太平洋に張り出し
て，オホーツク海の西縁にジェット気流が南北に分流
するプロッキングパターンが見られる．このときの85
0hPa面の気温分布（図3）は，北極からべ一リング海
に流れ出た寒気が南西に向きを変えてオホーツク海や
日本海に張り出していることを示している．このこと
は北極海で形成された寒気が標高の高いアラスカやシ
ベリア東部の山岳地帯を越えられずに，狭いベーリン
グ海峡から太平洋に流れ出ていることを示唆している．
このようなヤマセ時の大気の流れの特徴は，八戸の負
の気温偏差が強まるほど顕著になる．
3．　豪雪に対する極気団の影響
　図4～図6は青森市の冬期（1～2月）の日降水量
が30～40口mあった日（合計32例）の海面気圧，500hP8
面の高度，500－1013hPaの層厚（その間の平均気温に
比例）の合成図である．これは青森市が豪雪に見舞わ
れる場合の北半球の大気の平均的な状況を表している．
まず海面気圧を見ると（図4）．バイカル湖付近を中
心にシベリア高気圧が発達しており，それとともにア
リューシャン低気圧の中心部がカムチャッカ半島近く
まで西偏している．このため東西の気圧傾度が非常に
強まっている．また500hPa面の高度分布（図5）を見
ると，あたかも極低気圧の中心部が分離したかのよう
にオホーツク海上空に強い低圧部が出現している．こ
れは明らかにカムチャッカ半島付近の地上低気圧と連
動しており，傾圧不安定により発達した低気圧である
ことを窺わせる．一方500－1013hPaの層厚の分布から
（図6）．寒気が極東シベリアで異常に発達している
ことがわかる．
4．　結び
　以上見てきたように，夏期に寒冷な極気団がべ一リ
ング海からオホーック海方面に侵入すればヤマセとな
り，冬期にシベリア付近に寒気が発達しその領域が拡
大すれば青森市は豪雪となる．このことは東北地方の
天候は極気団の動向に直接支配されていることを意味
している．それではなぜ極気団の活動に年による変動
があるのであろうか，それはまた極域の海氷面積やユ
ー ラシア大陸の積雪面積の変動とどのように関わって
いるのだろうか．これらは今後の研究課題である．
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冬季北海道の気温変動にかかわる　　オホーツク海の海氷と風の場の役割
本田明治・若土正晩（北海道大学低温科学研究所）
1．本研究の目的　　　　　　　　　　　　　　　　2．データと解析方法
　北海道のオホーツク海側は冬季の間海氷に覆われる。　気象データは北海道の気象官署（22地点）の資料を
このような海氷域の存在によって・北海道のオホーツ　海氷データは北大流氷レーダーの資料を用いた。いず
ク海側を中心に気温低下がみられることはよく知られ　れも冬季の毎日（1．1～3．31）を対象とした。解析期
ている。気温の平年値を旬別に迫うと（図1）、1月　間は1961年～1990年の30年間であるが、流氷レーダー
下旬の全道的な低極と2月中旬のオホーツク海側を中　の資料は1969年以降に限られる。尚、海氷勢力の指標
心とした低極がみられる。この2っの低極をその変動　は“氷量“を用いる。これは図2のレーダー検知範囲に
の型から気温の“W現象怜と名付けた。前者の低極は全　占める海氷面積の割合を百分率で表したものである。
国的な傾向であるのに対し、後者の低極は沿岸海氷の　　解析は、まず気温場にかかわる様々な因子を分離す
最盛期に対応している。この後者の低極はオホーック　るために、日平均気温の冬季の30年分のデータをを一
海側のみならず、弱いながらもその周辺域でもはっき　本の時系列にして回転主成分分析（上位3主成分を採
りみられる。海氷の効果が海を塞ぐだけならば気温低　用）を施した。この結果と氷量、風の場との対応を解
下は沿岸部のみに限られるはずであるが、このように　釈した。尚、風の場は北海道スケールで考慮するのが
比較的広範囲に気温低下がもたらされている事実を考　望ましく、図3に示すように、稚内一根室、紋別一函
慮すると、海氷の存在に加えて他の気象要素が介在要　館の気圧傾度から地衡風をペクトル的に算出し地上風
素として働いていることが予想される。介在気象要素　に補正した。
としては日照、降水、風などが考えられるが、統計的
手法を用いて客観的に解釈した結果、中でも風の場と
の対応がよいことが示された。
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図1．a：冬季の地域別旬平均気温（1961～1990）．
　　　北海道6地域と東北地方北部．b：クラスター
　　　分析による地域分類．
図2．流氷レーダー検知範囲．図中の3点の円弧範囲
　　　で半径約56k■（青田他、1988）．
図3．北海道付近の風の場の算出に用いた地点．
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3．結果
　気温場に対する回転主成分分析の結果、第1～第3
主成分（寄与率はそれぞれ36．8％、27．1％、27．0％）
の主成分スコアと氷量との相関係数はそれぞれ0．02、
－ 0．56、－0．15で、第2主成分が海氷の因子と考えら
れる。第2主成分はオホーツク海側で負荷が高く（図
4）、主成分スコアの時系列は30年の平均値では2月
中旬に低極（オホーツク海側で相対的に低温）となっ
ている。以下、第2主成分について解釈を進めるが、
海氷との相関係数は予想ほど高くない。これは海氷と
気温場の間の介在要素の存在を示唆するものである。
　ここで風の場との対応を見る。図5に多氷（氷量90
－ 100）、少氷（氷量0－49）のそれぞれにっいて、風
向と第2主成分スコアの関係を示す。これから、西風
系（S～W～N）ではスコアに大きな差は見られない
が、北東風系（N～ESE）では多氷時のスコアの低
下が目立つ。北東風系はオホーツク海を渡ってくる風
に対応する。すなわち海氷が多いだけでは必ずしも気
温の低下につながらず、加えて海氷によって冷却され
た北東風系の作用がオホーツク海側を中心とした強い
気温低下をもたらすことが客観的に示された。
　更に時期について見る。図6は1969年～1990年の各
旬毎の多氷日数と、多氷日数中の北東風系日数の頻度
を表したものである。2月上旬～3月上旬に多氷にな
ることが多いが、この中で北東風系になる頻度は2月
中旬に最も高く、他の時期に比べ気温低下が顕著であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ooることを示すものである。
　北東風系の成因として、1）冬型の気圧配置の際、
東方海上で低気圧が南偏している場合、2）オホーツ　6◎
ク海海氷上に発生した高気圧からの気流、が考えられ
る。当日はこの北東風系の解釈に加え、他の気象要素　40
とのかかわりも含めて発表を行なう。
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図4．第2主成分の因子負荷量の分布図．
図5．第2主成分スコアと風向の関係（日別）．a：
　　　多氷（氷量90－100）．b：少氷（氷量0－49）．
図6．196g年～1990年の各旬毎（22年x10日＝220日）
　　　の多氷日数（○）と多氷日数中の北東風系日数
　　　（●）．旬による日数の違いは補正してある．
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北極圏プラム海峡およびコングスフィヨルド
の海洋環境　　　1991－1993鞭瀧果
牛尾収輝・工藤栄・伊藤一・小野延雄（極地研　北極センター）
1．はじめに：北極圏環境の変動過程におけ　となっている。また氷縁域に相当する経度0度
る海洋の役割を解明するために・1991年から付近の表層100mには複雑な水温構造が見られ、
スバルバール諸島のフィヨルドとその近海に　異種水塊の貫入・混合現象発生の可能性がう
おいて海洋観測を実施している。研究対象海かがえる。
域の内、グリーンランド海では低緯度から高　3．コングスフィヨルドの海洋　造：91年9月
温・高塩分水が北上し、高緯度からは低温・
低塩分水が南下している。またフィヨルドで
は周辺の河川や氷河からの多量の淡水供給が
独特の海洋構造形成に寄与している。この様
な水塊の混合過程や北大西洋における深層水
形成機構への北極圏海域の役割、気候変化と
海洋構造変動との関連、さらに海洋と氷河の
相互作用など、多岐にわたって極域海洋研究
の重要性が高まっている。これまでグリーン
ランド海プラム海峡とスピッツベルゲン島コ
ングスフィヨルドにおいて実施した海洋観測
結果について報告する。
2．プラム海峡の水温構造：92年8月18～30日
の期間中、ノルウェー極地研究所の観測船
‘LANCE’に乗船し、　XBT観測を行な
った。図1に航路および観測点を示す。航路
の最西端から西方海域では密接度の大きい流
氷域が広がっていた。図2に測線Aの水温断
面図を示す。水深約50mに温度躍層が見られ、
スバルバール諸島近海の表層は相対的に高温
74°N
?
，心RD｜
図1．グリーンランド海の観測点
92年6月、および93年5～6月に海洋観測を行な
った。実施年によって観測点の位置は若干異
なるが、いずれもフィヨルドの縦・横方向に
測線を設定した。これらの測点におけるCT
D観測データから、以下に述べるような海洋
構造がわかった。表層は相対的に高温・低塩
分であるが、フィヨルド奥部の表面には氷山
片が多数浮遊していたため、水温はやや低く
なっている。100～200mの中層には冬季の冷却
で形成された低温水塊の名残が見られる。ま
た200m以深の底層は中層よりやや高温・高塩
分となっている。前述したプラム海峡の水温
構造の結果と併せてみると、フィヨルドの底
層水は、外洋から流入して来た北大西洋深層
水起源の高温水塊が滞留したものと考えられ
る。さらに底層は高温・高塩分化の傾向が次
第に強まっていったことがその後の観測で捉
えられた。
　海洋構造の特徴、その季節変化などはシン
ポジウム『当日報告する。
　　　　　　　アフペ　　　　　　　　　アピ　　　　　㌫三一工豆
（?）?↑??
図2．プラム海峡の水温断面図（測線A）
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1992／93年の流氷終日の遅れについて
豊田威億・上平悦朗（気象庁海洋気象部）
はじめに　1992／93年海氷期は、北海道オホー
ツク海治岸では流氷初日が記録的に遅れ、ま
た、流氷終日も記録的に遅れるという点で特
徴的であった（図1参照）。暖冬と言われた
1993年冬は、流氷の北海道沿岸への到来が平
年より2～3週間遅れ、オホーツク海沿岸4官
署（北見枝幸・雄武・紋別・網走）で平均し
た沿岸流氷量も平年の半分にも満たないもの
であった。．それにも拘らず流氷終日は4官署
とも5月上旬にずれ込み、内3官署で流氷終
日の最晩記録を更新した。　そこで、　なぜ今年
はこのように流氷終Bが遅れたのか、他の年
の状況と比較することにより考察した。
方法　オホーツク海の面積データの統計を開
始した1971年以降の年で、　3月31日の段階でオ
ホーツク海南部で海氷域が優勢であった年
（1973・78・79・81・83・86・88年の7年）を選び
出し、それらの年の4月の海氷域の経過と、
今年の場合とを比較した。
結果　対象とした7年にほぼ共通した4月の
オホーック海南部の氷縁の動きは、サハリン
・北海道の沿岸から次第に離れ、若干東に移
動しながら海氷域が急速に縮小するというも
間
汐?
図2、氷縁図（実線：3月3i日、破線：4月10日、
　　　　　　点線：4月20日）
　　（a）　1983∫手　　　　（b）　1993《ド
のであった。その典型的な例として、正983年
の状況を図2（a）に示す。　しかし、今年の場合
（図2（b））には氷縁はサハリン・北海道の沿
岸からあまり移動しておらず、このことが従
来には見られなかった今年の特徴と言える。
氷縁が沿岸付近に留まった主因としては、4月、
低気圧の経路が平年よりも南に偏ったためオ
ホーツク海南部で東系の風が卓越したことが
挙げられる（図3）。流氷の融解が他の年に比
べて遅れた要因は、4月の気温が低かったこと、
流氷が沿岸に吹き寄せられて氷丘化し、氷厚
が厚くなったことが考えられる。どちらの要
因も平均気圧パターンと結びついており、図
3のようなパターンは、対象とした他の7年に
は見られないものであり、今年の状況を特徴
づけた要因と言える。
　今年のケースでは、気象条件が海氷の動向
に主に影響を与えたと考えられるが、海洋が
及ぼした影響については定かではない。今後
機会を見つけて調ぺてゆきたいと思う。
JAN
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18921900　　　30　　50　　70
図1．網走の流氷期間
90年
図3．1993年4月の海面気圧の平年からの偏差
　　　　　　　　　　　　　（rp位　：　｝lpa）
135
Vl‖－93
　　　　　　　　　　　　　　　　丁肥　FE㎜OF　THE　VARIATI㎝OF㎏CTIC　SEA　ICE
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Beijing’100081，　China
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRA㏄
　　　　　In　　this　paper，the　region　feature，the　seasonal　variat　ion　as　we　l　l　　as　　the
secular　change　of　Arctic　sea　ice　have　been　analyzed　with　Arctic　sea　ice　data
from　1972－1989．　Because　of　the　circling　of　European－As　ian　cont　inent，Arct　ic　sea
ice　connects　with　the　Pacific　and　the　Atlantic　only　by　Bering　Sea　and　Green－
1and　　Sea．　The　geographic　condition　of　Arctic「is　very　different　from　　that　　of
Antarctic．　When　compared　with　Antarcticεlea　ice，Arct．ic　sea　ice　has　features　as
follows：
　　　　　1．Seasonal　variation　is　less　than　that　of　Antarctic　sea　ice．　In　winter，
nice　ice　area　is　twice　as　much　as　that　in　sum血er（six　times　in　Antarctic）．
　　　　　2．　Sea　　ice　　l　ife　in　Arct　ic　is　longer　than　that　　in　　Antarct　ic．　Average
period　is　1．3　year　（tn　Antarctic，there　is　only　first－year　ice）．
　　　　　3．　In　Arctic，　there　　are　　differences　among　the　different　parts　of　　sea
ice　in　different　regions．　In　region　I　（900E－1800－900W）　（the　south　of　this
region　is　Bering　Sea　and　the　Pacific），　the　lnain　period　of　variation　of　sea　ice
is　4　years．　There　are　also　2－year；．1－year　and「half－year　periods．　These　　periods
are　related　to　the　sea　temperature　field　of　the　Pacific．　In　region　II　（　90　0W」
O　　°　－90　0E），　the　change　of　sea　ice　is　almost　a　single－period　change．　　In　　ad－
dition，　there．are　two　inobvious　periods　of　2－year　　and　4－month．
　　　　　4．　Secular　　variation　of　Arct　ic　sea　ice　in　the　middle．of　1980，　　is　　less
than　　before．　This　is　more　obvioUsly　in　region　I　than　in　region　I　I．　Maybe　　the
reason　　is　　t｝1at　　there　are　several　El　NinO　periods　in　1980，．　Whether　　it　　is
related　to　the　warming　of　gI（「bal　　climate　is　a　future　study．
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北半球溝氷域の年々変勲蒋性
小野延雄　く懇立極地研究辮北篠懸環境罎究センター）
1．繕言
　人間揺麟の拡大に超欝する地球濃磯化が遊
行することが懸念され、滋室塾果ガスの鐵…岳
規騎などの対策が論議きれている。数縫実験
の結果仁よれば撮暖化は北極域に蟻編して環
れる1騨賦いほほan4　M桂ne，1総露｝ので、灘
半球溝氷域が温瞬化の兆繧iを早期仁掘握でき
る高鐵農のセンサーになるだろうとの期欝が
ある。しがし、衛星マイクロ波センサーが捉
えた1973年以降の海氷域薦積情報仁は、
濃曖化傾向を覆い隠すような大きな年々変戴　
が見られる。本研究ぱ、この年々変動の特機
を瞬らかにして、温瞬化トレンドを掘握する
ことを目標にしている。
2。海氷情報のヂータセット
　衛星搭載のマイタロ波敏雛計仁よる海氷欝
犠の収集猿、19？2年暮れ‖二打ち上げられ
たニンバス5号の鷺＄鍼Rに嬢まり、多波長
・ 多編渡の高性饒仁なったニンバス7号の慧
MMR、　D鍼SPのSSM／1に引き繕がれ
ている。本醗i究で嘘、巳SMRの溝氷情報の
本悟ぱ泊s昧馨己，麟al，1肪71と、米鱒雪
氷データセンターから提供されている舞痩温
獲と氷量のc］）－R〈〕M情報とを科用した。
3．海氷域薦積の年々変勲
　昨年の気水圏シン麟ジウムで纏、北半球海
氷域の各年の最大藏穣の年々変勲が、魑々の
周辺海域で大きく、シーソー瞬孫の海域が存
姦するために全海域の馨量は年々変勤が小き
くなることを示した。
　1973年以降で3月の全溝氷鐵薦縫が最
大を添した1979年と、最小を示した84
年との氷縁位置を第ヱ籔に示した。1979
年に藏穫が簸大を示した溝域は、カラ溝・バ
レンツ溝、グリ～ンランド海、オホーック海
［文蜘
　　　　　　伝du．εi油。ぴ跳e，8，5鳴4
　　　田P融1㈱肌e己．戯川1購Aぽ㍑琶日｝c露，
　　　　　　願品SP一剛，28輌．
　　　3｝P纏い田位ぷL。adC在晦門鼠］．鵬9
　　　　　　a日川日ri麟川醇。
であり、その葺三が最小となったの纏バッフィ
ン湾・ラブラドル海とベーリング海である。
1984，年仁はこの鷹錘が逆になつており、
この蕎年のシーソー灘孫は、露に示したよう
に、グリ～ンランドとカムチャツカ半轟とを
鱗ぶ線の左三右［こ位置付けられる。
　図に捻、また、北纒溝の溝氷域灘穣が最小
となる9月の溝氷分布の綴を添した。グリー
ンランド北岸は多くの年で溝氷が擾している
が、アラスカ・カナタの北岸で綜、機してい
る年（1975）と大きく離れている年（1
973）とに分簸できることがわかった。
　これらの繕慰象、溝氷域分布の年々変難二
北半球規模の大気場が深く麗わっていること
を窺わせている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図　　海氷域面穣の年々変勲鱒性
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　　　Coupled　Sea　Ice－Ocean　Models　of
the　Labrador　and　Newfoundland　Shelves
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Motoyoshi　Ikeda
Physical　and　Chemical　Sciences，　Departmpnt　of　Fishedes　and　Oceans
Bedfbrd　Institute　of　Oceanogmphy，　Dartmouth，　Nova　Scotia，　Canada
　　　　　Sea　ice　often　inte㎡bres　human　activities　in　the　cold鵬gions：e．　g．，　offShole　oil
exploration　in　Hibemia．　Sea　ice　is　considered　also　as　an　important　indicator　of　climate
change，　and　its　extent　has　been　monitored　globally　with　satellite　remote　sensing　systems．
The　sea　ice　extent　has　great　influence　on　local　climate　near　Canadian　East　Coast，　and　its
effects　should　be　investigated　under　a　scenario　of　global　wamling．
　　　　　Mathemadcal　models　have　been　developed　to　understand血ndamental　physics　of
ice　cover　and　growth／decay　and　will　be　used　fbr　fbrecasting　ice　cover　gff　East　CoasL　A
sea　ice　model，　originally　developed　by　Hibler，　has　been　coupled　with　a　homogeneous
ocean　modeL　The　coupled　model　was　transferred　to　Ice　Centre／Environment　Canada　to
be　veri丘ed　against　the　present　ice－only　model　used　operationally　fbr　i㏄forecast　The　ice
model　has　been　coupled　also　with　the　Bryan－CoX　ocean　model　including　density
（temperatu爬｛md　salini⑲）distribution．　A　prel㎞i臓y　test　of　the　coupled　model　suggests
也劔ice飴mation　is　prohibit（辻over　the　deep　ocean　by　venical　heatロanspon　due　to
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロCOnVeCt1Ve　OVertUmmg．
　　　　　　Individual　physical　processes　should　be　well　represented　in　the　ice　forecast
modCL　The　important　processes　include　mixed　Iayer　development，　along－shelf　current
system　and　cross－shelf　exchallge．　As　ice　fb㎝s，　salt　is　released　into　the　ocean　making　its
upPer　layer　denser，　and　convecdve　overturning　can　occur　carrying　heat　stored亘n　the
lower　ocean　upward　and　meldng　sea　ice．　Mixed　layer　development　is　poorly　described　in
the　coupled　model　because　of　its　low　vertical　resolution．　This　shortcoming　ought　to　be
solved　in　the　coupled　mode1．　The　Labrador　Current　is　a　boundaTy　between　the　cold　and
愈esh　shelf　water　and　the　waml　and　salty　off頭ore　water．　Its　inshore　branch　contributes
southward　transport　of　cold　water．　It　has　been　fb皿d　that　this　shelf　c丘culation　system　is
reasonably　well　modelled　in　the　coupled　model　with　refe㈹nce　to　models　with　simpler
physics．　Cross－shelf　exchange　is．weak　in　ice　movement　but　may　be　important　fbr　a　heat
balance　over　the　shelf．　Mesoscale　meanders　and　eddies　in　the　Labrador　Cunent，
interacting　w輌th　compHcated　bottom　topography，　are　partly　responsible　fbr　the　exchange，
The　coupled　model　is　now　under　investigation　how　it　Ieproduces　mesoscale　vadability
observed　in　remote　sensing　data　and　in－situ　data．
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